





















































































2.2  Lopez-Realらの研究 













2.3  Güler らの研究 
















2.4  花形の研究について 































































3.1  土居下らの研究 


















3.2  白井らの研究 










































































































4.1  石田・土田・岡本の研究 







2 学年 2 クラス62名を実験クラスと統制クラ
スに分け、 4 時間指導計画の授業後に事後調
















4.2  石田・神田・林の研究 




























4.3  石田・村上の研究 
 石田ら (2010) は、「 2 学年を対象としたテ































率が約 4 割に低下した。 
③ 線分図から問題をつくることは問題を図
に表すことより困難であった。 
④ 4 要素 3 段階の構造の線分図から未知数


































4.5  坂井の研究 














準の量の 3 つのうちの 2 つから残りの 1 つを
求める手続きに関する知識の構成に効果的で
あるかを明らかにする」と述べている。 








































































































































校第 5 学年の子どもでも図 1 のような絵をか
くことができると考えられる。 
















図 4  
 絵や数直線のどちらか一方のみではなく両
問題：親のライオンと子どものライオン




























 石田ら (2010) は図 5 の数直線をかいた子ど
もを想定している。 
 図 5  
この状況を絵にかくと図 6 のような絵をか
くことができる。 
   図 6  
 そして、図 6 の食べた分を統合した絵をか









図 7  
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